
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年７月 10日 

７月号 
曽於市立柳迫小学校 

 教育目標「 想い合い 学び合い 共に高め合う 子供の育成 」 

～ あいさつ・ボランティア・学び合いのある学校 ～ 
〒８９９－８６０６ 曽於市末吉町深川３６６９番地５  ☎７６－１１２７ http://yanagizako.synapse-blog.jp 

 

「 夏 色 」 
           校 長 佐藤 義明 

 

「シェーイ、シェイ、シェイ、シェイ、シェイ ･･･ ジッ、ジーッ」 
 

夏の到来を高らかに宣言するクマゼミの声は（少々暑苦しいですが･･･）、遠い夏休みの記憶

を思い出させてくれます。兄と二人、朝早くから雑木林でクワガタやカブトムシを探したり、

切り出した竹の先にハエ取り紙を付けてセミを捕まえたり（昭和ですね）、空き地のくぼみに

たまった水たまりでゲンゴロウや水生生物を追いかけたり････時間を忘れ、暗くなるまで遊び

回りました。 

ある日のこと、北九州市に住む叔父が、盆休みを利用して、我が家を訪ねてきました。早

速、叔父を誘って裏山へ。太い木の幹を巧みによじ登り、子供たちを見下ろすように、手の届

かない遙か高い場所で鳴いているクマゼミやアブラゼミを一匹、また一匹と、素手で捕まえる

叔父。今度は、少し後ずさりし、足の指に挟んで、登った木から下りることなく見上げる私た

ちに手（足）渡すのです。叔父の姿を見つめる当時の私たちは、きっと、大谷翔平選手に向け

る今の子供たちと同じ眼差しをしていたことでしょう。 

子供心に叔父にあこがれた理由は、子供にはない大人の技術や体力ももちろんそうですが、

それ以上に、きっと、大人が全力を挙げて子供の遊びに付き合い、喜びを分かち合う姿だった

んだと今は思います。大人の本気を見せつけられ、大人ってすごい！と、心から感じた瞬間で

した。これこそ曽於市が提唱する「そおぐるみ教育」そのものではないでしょうか。 
 

さて、私たち大人にとっての長期休暇は、リフレッシュのイメージが強いですが、子供たち

は違います。子供たちにとっての夏休みは、体験・冒険の場、そして成長の場です。生き生き

とした生命の営みを感じられるこの季節に、鮮やかな木々の緑、虫の声、夕立の後の乾いた臭

い、湧き水の冷たさ、もぎたてのトマトの甘さ････五感をフルに使って自然のエネルギーを感

じて欲しいと思います。きっと豊かな感性や情操を養う土台となることと思います。 

終業式で子供たちには、「命を第一に考えること」「自分で決めたことは納得いくまでやりき

ること」、主にこの２つのことを話します。保護者の皆様におかれましては、どうか子供たち

に決断と自覚の場を与えていただき、自分で目標や計画を立て、考えて行動することの楽し

さ、やりきった・達成できた充実感を味わわせていただきたいと思います。また、子供たちと

じっくり関わる時間をいつもより少し多く持ち、見届け・励ましていただけますと幸いです。 
 

最後になりますが、この１学期間、子供たちが大きな事故や事件に巻き込まれることなく元

気に過ごせましたことに心より安堵しております。これもひとえに、子供ファーストで本校の

教育活動への御理解・御協力をいただきました保護者の皆様、地域の皆様方のおかげです。心

より感謝申し上げます。 
 

セミの声もツクツクボウシの声に変わる２学期始業式の日に、自分なりの夏色を体感した子

供たち全員が、元気に学校に帰ってきてくれることを心より願っております。 
 

にっこりやなぎー 

【学校ＨＰへのＱＲコード】 【ブログへ直接飛ぶＱＲコード】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１日(月)から５日間にわたり、曽於市主催のカヌー

教室が行われました。参加した７人の 

子供たちは、有馬先生に丁寧に教えて 

頂きながら、どんどん上達していきま 

した。４人が７月末のカヌー大会に出 

場します。応援よろしくお願いします。 

 

６月 11日(火)に５年生が田植えを行いました。地域の

末永さんの水田まで徒歩で向かいました。道中、見守り隊

の皆さんが、子供たちの安全を 

見守ってくださいました。地域 

の方々のたくさんの御協力の下、 

子供たちは、一生懸命田植えを 

頑張りました。初めての経験と 

いう子供たちもおり、充実した 

体験活動となりました。 

 

 ６月のいじめアンケートによるいじめ認知件数は１件で

した。今回の認知件数は４月のものを継続して見守っている

ことを表しています。御理解、よろしくお願いいたします。 

 

７月の全校朝会で、校長先生から児童へクイズ

が出されました。「７月 14 日は何の日でしょう

か。」正解は「県民の日」。校長先生が「鹿児島県

の誕生日」として紹介してくださいました。また、

併せて、「曽於市の誕生日 

（７月１日）」、「柳迫小の 

誕生日（5月 20日）」も 

皆で確認することでした。 

★★★★★★★★★★★ 

 明治 150周年を記念し、 

平成 30 年 12 月に「県民の日」（７月 14 日）

が制定されました。これは、鹿児島県が誕生した

明治４年の廃藩置県布告日が７月14日であった

ことに由来します。県民が、郷土の歴史や文化を

見つめ直し、郷土に対する理解と関心を深め、ふ

るさとを愛する心を育むことにより、自信と誇り

を持って、より豊かな鹿児島県を築き上げること

を期する日です。 

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ 

 

 ４月１日に４年生児童、７月 5日に 6年生児童の作文

が南日本新聞の「ひろば」に掲載 

されました。おめでとうございま 

す。 

今後もどんどん子供たちの作文 

等を発信していく予定です。今後 

の掲載にも御期待ください。 

 

１日(日) ＰＴＡ愛校作業（予定） 

校区福祉大会・グラウンドゴルフ大会 

２日(月) 始業式 大掃除 ※給食あり 

いじめ問題を考える週間（～６日） 

４日(木) さんぺい号 

11日(木) クラブ活動 

14日(土) 土曜授業 

16日(月)  ●  敬老の日 

17日(火) ５・６年宿泊学習（1日目） 

18日(水) ５・６年宿泊学習（2日目） 

19日(木) ５・６年宿泊学習休養措置日 

21日(土) 曽於市子どもフェスタ 

23日(月)  ●  秋分の日 

25日(水) 委員会活動 

27日(金) 市学校合同音楽発表会 

９月の行事予定 

★ カヌー教室 ★ 

★６月のいじめアンケートについて★ 

★南日本新聞に掲載されました★ 

★７月 14日は「県民の日」★ 

 

６月の第２土曜日、緊急時に児童を保護者へ引

き渡す訓練を行いました。昨年度の反省を活かす

ことで、スムーズに行うことができました。御協

力ありがとうございました。 

 

 今年度も大山健治先生をお招きし、 

青少年赤十字登録式を行いました。 

「気づき・考え・実行する」という 

目標をみんなで確認し、柳迫小が、 

ますます思いやりのあふれる学校に 

向かって動き出しました。 

 

２日(金) 市教育講演会 

５日(月) 家庭教育学級（６年） 

６日(火) 市教育相談 

７日(水) 市子ども議会 

８日(木) 市教育相談 

11日(日)  ●  山の日 

リフレッシュウィーク（～１７日） 

12日(月) 振替休日 

21日(水) 出校日 全校朝会 

30日(金) 安全点検 

 

※ 11日(日)～17日(土) 学校閉庁日 

 学校閉庁の期間は、職員が不在となりますので、電

話の取次や事務室業務等も行うことができません。 

 御理解・御協力の程、よろしくお願いいたします。 

８月の行事予定 

 

 6月の水泳学習が始まる前に、学校職員で心肺

蘇生法・ＡＥＤ講習の研修を行いました。７月に

は、夏休みのＰＴＡプール開放に向けて保護者を

対象に同様の講習会を行いました。講習の中で、

一番大切なのは、しっかりと予防をすることだと

教わりました。心肺蘇生法 

を行う必要がないよう、気 

を引き締めて水泳の学習や 

プール開放を行わなければ 

ならないと、改めて学ぶこ 

とでした。 

★緊急時引き渡し訓練★ 

★ 心肺蘇生法・ＡＥＤ講習会 ★ ★ 初体験！田植え ★ 

★ 青少年赤十字登録式 ★ 


